
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
・ 提案内容が明確に伝わるよう，事実と感想，意見とを区別したり，必要な文言や数値などを引用，図解したもの

を提示したりするなど構成を工夫し，場に応じた適切な話し方で話すことができる。  

・ まちづくりに係るプレゼンテーションのスライドを作るという目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨

を把握し，自分の考えを明確にしながら読むことができる。                 

◆単元の展開（全 13時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【総合的な学習の時間】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【総合的な 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■昨年度のまちづくりイベントの開
催時の写真や動画，新聞記事等を
見せて想起させる。 

 
 
 
 
■昨年度のまちづくりイベントを開
催した中学校１年生へのインタビ
ューや，イベント参加者のアンケ
ートから，自分達のまちづくりに
対する思いをふくらませるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○去年の6年生のまちづくりイベントは楽しか
ったね。ぼくたちもやってみたいな。 

○なぜ，イベントをしたんだろう。 

昨年度のまちづくりのイベントをきっかけに，
まちづくりに興味・関心をもつ。 

昨年度のまちづくりイベン
トを開催した中学校１年生
や参加者のまちづくりに対
する思いを調べる。 

○自分達も先輩の「よりよいまちにしたい」と
いう思いを引き継ぎ，地域の人の思いを受け
て阿賀のまちづくりに関わっていきたいな。 

○国語の教科書に「まちづくり」のことが書い
てある説明文があったよ。 

昨年度のまちづくりイベン
トについて語り合う。 

自分達にできるまちづくりを考える中で，地域
の人の思いや，昨年度のまちづくりイベントの
よさや課題を知り，自分達もバージョンアップ
したまちづくりイベントを開催して「まち」を
盛り上げたいという思いを抱く。 

課題の発見（単元前） 

 

国語 第６学年 
育成を目指す資質・能力 【論理的思考力・判断力・表現力】【知識・技能】 

【協働する力】 

   

 

 
【単元の概要】 
総合的な学習の時間の取組「盛りあが（阿賀）ろう！実現！原っ子の

まちづくり」をきっかけに，まちづくりについて興味・関心をもち，自
分達が住む阿賀地区の未来のまちの姿について考えをまとめ，構成を工
夫したり資料を活用したりして，説得力のあるプレゼンテーションを作
成していきます。 

学習指導要領における領域・内容  

Ａ 話すこと・聞くこと イ 

Ｃ 読むこと ウ 

他教科等との関連 

総合的な学習の時間，社会，算数 

盛りあが（阿賀）ろう！実現！原っ子のまちづくり 
～プレゼンで地域に発信！原っ子の考える未来のまち「ふるさと阿賀」～ 

単
元
名 

呉市立原小学校 パイロット校 
〒737-0001 呉市阿賀北４丁目 3-16 
電話 0823-71-7756 

 

情報の収集（２） 

 
まちづくりの考え方を学ぶ
という目的意識をもって教
材文を読む。 ○「町の幸福論」に述べられているまちづくり

の考え方は，参考になるね。 
〇筆者の伝えたいことは二つあるんじゃない
かな。 

〇まちづくりで重要なことは，「地域の住民が
主体的に取り組むこと」，「未来のまちのイメ
ージをもつこと」だよね。 

○「バックキャスティング」の考え方を使って，
私達も阿賀のまちづくりについて考えてみ
よう。 

筆者の考え方を理解するとともに，自分達の目
指すまちやまちづくりについて考えを深めて
いる。 

【総合的な学習の時間】自分達の

考える阿賀のまちの未来の姿をは

っきりさせるため，まちの現状を

調査する。 

【総合的な学習の時間】収集した

情報を整理・分析した後，阿賀の

まちの未来の姿をイメージし，自

分達にできることを考える。 

「昨年度のまちづくりイベント

をバージョンアップしたイベント

にしよう」という課題を設定する。 

 

【社会】社会科で学んだ身近な地

域や市について調査する学習活

動を想起させる。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■表現方法を絞る際，まちづくりイ
ベントの中で伝えるという条件を
示す。 

■教科書に掲載されているプレゼン
テーションの例を教師が実際に行
い，学習のゴールイメージがもて
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■プレゼンテーションの作り方を学
ぶために，教材文でプレゼンテー
ションのスライドを作るという目
的に応じて，筆者の考えを文章の
構成に沿って整理させる。 

 
 
■これまでに学習した説得力のある
意見文の構成について想起させ
る。 

■「接続詞の分類表」を提示し，接
続詞を補いながら，スライドの項
目のつながりを考えさせる。 

■協働し思考が深められるよう，思
考ツールの「短冊」を使って，項
目を並べ替えさせる。 

 
 
 
 
 
■学級で一本のプレゼンテーション
にまとめるという目的を明確にす
ることで，グループで助言し合っ
て改善するという活動に必然性を
もたせる。 

■各グループで考えた構成を「①順
序②効果③つながり」という観点
で，異グループ間で話し合わせる。 

■一人一人が話合いに参加できるよ
う，ジグソー的な学習形態を工夫
する。 

■他のグループからの助言を受け，
グループごとに構成等について再
検討させる。 

自分達の考えるまちづくり
について，イベント参加者
に伝える表現方法を考え
る。 

課題の設定（1） 

 
○自分達の考える阿賀のまちの未来の姿につ
いて，参加する方に伝えたいね。どんな方法
で伝えようか。 

○大事な言葉を効果的に伝えたいね。数値は， 
一目で分かるようにグラフで表したいな。 

〇「AGAin」の皆さんが見せてくださったプ
レゼンテーションがいいんじゃない？ 

〇でも，どうやって作ればいいのかな。何かヒ
ントになるものはないかな。 

〇国語の教科書「町の幸福論」にあるプレゼン
テーションの作り方が参考になりそうだね。 

 

情報の収集 整理・分析（４） 

 

プレゼンテーションで「自分達の考える未来の
まちの姿」と「今やろうとしていること（提案）」
について伝えるという課題を設定している。 

私たちの考えるまちづくりについてプレゼンテーションで伝えよう！ 

プレゼンテーションを作成
するという目的意識をもっ
て再度教材文を読む。 

〇筆者の文章をプレゼンテーションのスライ
ドにするとしたら…。 

〇全部で何枚のスライドにしたらよいかな。 
〇スライドにするためには，大事な言葉を使っ
て短くまとめないといけないね。 

 

プレゼンテーションの構成をスライドにまとめ
る方法について理解している。 

○自分たちの考える未来のまちの姿やまちづ
くりについて地域の人に納得してもらえる
ように，筋が通る流れにしたいね。 

〇まちの課題とその原因，解決方法の三つがつ
ながっていた方が分かりやすいね。 

〇地域の人を私達のプレゼンテーションに引
き付けるには，どんな構成にするといいか
な。 

【総合的な学習の時間】プレゼン

テーション作成に必要な情報を

収集する。 

学級で一本のプレゼンテー
ションにまとめるため，よ
り説得力のある構成につい
て話し合う。 

目的や相手を意識して，自分の考えがよく伝わ
る表現になるよう，どんな工夫ができるか考え
ている。 

総合的な時間に集めた情報を基に，プレゼンテ
ーションの構成を考える。 

○まちの人達にインタビューして分かった
「活気があるまちにしてほしい」という願
いを入れようかな。（効果） 

〇教科書にあった「バックキャスティング」
のような流れにしてはどうかな。（つなが
り） 

〇先に未来のまちの姿を述べて，最後にもう
一度述べる双括型にすると，伝えたいこと
がより強調されていいんじゃないかな。（順
序） 

〇最初は聞き手にインパクトがある方がよい
から，まちのよさよりまちの課題から入る
とよいのではないか。（効果） 

○スライドとスライドのつながりはどのよう
につけたらいいのだろう。 

〇「未来のまちの姿」，「現状」，「課題」，「原
因」，「解決方法」，「事例」，「提案」という
構成に決めよう。 

 
 
プレゼンテーションの構成について複数の観
点から分析している。 

自分たちが考える未来のま
ちの姿やまちづくりについ
て，プレゼンテーションの
構成を考える。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■原則１人１スライドを担当させ，
個々の児童に役割をもたせる。 

■助言は「①順序②効果③つながり」
の３観点に基づいて行うよう指示
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■アドバイスを基に，客観的な視点
で修正ができるようにする。 

 
 
 
 
 
■まちづくりイベントで，児童の考
えるまちづくりについて発信する
場を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「論理的思考力・判断力・表現力」
「協働する力」の視点により，振
り返りを書かせる。 

 

 年度当初，発表等で自分の考えを分かりやすく伝えている児童は，学級の約半数程度であった。本単元の

プレゼンテーションの構成を考える学習においても，「どのような内容を取り上げるか」，「どのような順序で

話すか」に対し，考えをもちにくい児童が相当数見られた。そこで，思考過程を視覚化するため思考ツール

である短冊を活用したり，事実・感想・意見を区別したりした結果，どの児童も自分なりの構成が考えられ

るようになり，最終的に学級でまとめたプレゼンテーションは，構成の効果も考え，説得力のあるものに仕

上がった。また，異なる意見を受け入れながら自分の意見を伝えることに課題が見られた児童も，「自分の考

えが一番よいと思っていたけど，友達のプレゼンの構成を聞くと心が動きました。しっかりと考えを伝え合

い，折り合いをつけながらまとめていくことは大切だと思いました。」と，振り返りに記述することができた。

このような学習を積み重ねる中で，「論理的思考力・判断力・表現力」，「協働する力」が高まったと考える。 

 

 

まちづくりイベントの冒頭
でプレゼンテーションを行
い，自分達の考えるまちづ
くりについて発信する。 

まとめ・創造・表現（４） 

 

【児童生徒の変容】 

○解決方法の部分なんだけど，意見の根拠が
分かりにくいよ。事実を基にするといいね。 

〇総合的な学習の時間で調べた数値や写真も
入れると説得力があるね。 

〇まちづくり推進協議会の〇〇さんの言葉も
引用するといいね。 

〇課題と解決方法がうまくつながるために
は，課題の原因と解決方法が合っていない
といけないね。 

○相手の反応も確かめながら，間をあけて話
そう。 

【総合的な学習の時間】「ＡＧＡ

ｉｎ」の方から，発表についての

アドバイスを受ける。 

学級で決めたプレゼンテーションをよりよい
ものにしていこうという意欲をもって練習を
行っている。 

○資料をもう一度見直してみると，数値が分か
りにくかったよ。それで，地域の方の行事へ
の参加状況を円グラフにして入れたよ。 

〇写真にキャプションを付けて，出典を明らか
にしたよ。説得力が増したね。 

 

実行（１） 

 

振り返り（１） 

 

【算数】算数科における表とグラ

フを作成する学習活動を想起さ

せる。 

○プレゼンテーションをうなずきながら一生
懸命聞いてくださっている方がいらっしゃ
って，とてもうれしかった。 

○参加者に伝わるように，間を開けたり強調し
たりして話せたよ。 

〇まちのよさや課題を理解し，ぼくたちの考え
るまちづくりに賛同してくれる人が増えれ
ばいいな。 

 

【総合的な学習の時間】まちづく

りイベントを実行する。 

アドバイスの内容を基に，資料や発表原稿をよ
りよいものに修正している。 

○自分達の考えるまちづくりについて地域の
方に納得してもらうことができたね。プレゼ
ンテーションをしてよかったね。 

〇プレゼンテーションの力は，他の場面でも何
かを説明するときに役立つな。 

相手の反応を確かめながら自分の考えを明確に
伝えられたことについて達成感をもっている。 

視覚的に分かりやすく伝えることができるプレ
ゼンテーションのよさ，表現や構成を工夫して
話すことを今後も生かしていこうとする。 

発表原稿を書き，プレゼン
テーションの資料を基に，
助言し合いながら発表練習
を行う。 

単元の学びを振り返るとと
もに，今後に生かしていき
たいことを考える。 

【総合的な学習の時間】必要な情

報を収集し，パソコンを使ってス

ライドを作成する。 

プレゼンテーションの資料
や発表原稿の修正を行う。 


